
こ
の
度
、
学
生
時
代
か
ら
の
恩
師
で

あ
る
巽
信
夫
先
生（

前
信
州
大
学
医
学

部
助
教
授）

の
後
任
と
し
て
、
い
の
ち

の
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
、
塩
澤
み

ど
り
先
生
よ
り
拝
命
し

ま
し
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
使
命

は
一
般
に
、
病
気
の
治

療
と
健
康
の
増
進
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
病

気
と
は
何
か
、
健
康
と

は
何
か
と
問
わ
れ
る
と

少
し
答
え
に
窮
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

病
気
の
治
療
と
健
康
の

増
進
を
図
っ
て
い
く
に

あ
た
り
、
本
稿
で
は
健

康
と
病
気
の
捉
え
方
に

つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

健
康
と
は
ど
の
よ
う

な
状
態
を
指
す
の
で
し

ょ
う
か
。
健
康
の
対
義

語
が
病
気
や
病
弱
だ
と

す
る
と
、
病
気
と
診
断

さ
れ
な
い
場
合
、
健
康

と
考
え
て
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る

際
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（

世
界
保

健
機
関）

に
よ
る
健
康
の
定
義（

一
九

九
八
年
の
提
案）

が
参
考
に
な
り
ま
す

（

図
一
参
照）

。

健
康
と
は
、
身
体
お
よ
び
精
神
が
良

い
状
態
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
霊
的
・

宗
教
的
次
元
で
の
魂
が
良
い
状
態
で
あ

る
か
、
さ
ら
に
社
会
的
に
良
い
状
態
で

あ
る
か
ま
で
も
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
注

目
す
べ
き
で
す
。
つ
ま
り
、
真
の
健
康

を
実
現
す

る
た
め
に

は
、
霊
的

次
元
、
社

会
的
次
元

を
良
く
す

る
こ
と
が

必
要
な
の

で
す
。
霊

的
次
元
は

「

生
き
方」

と
い
う
一

面
に
表
現

さ
れ
、
社

会
的
次
元

は「

働
き

方」

と
い

う
一
面
に

表
現
さ
れ

ま
す
。
生

き
方
を
良

く
す
る
こ

と
、
働
き

方
を
良
く

す
る
こ
と

が
す
な
わ

ち
、
健
康

に
直
結
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
健
康
と
は
動
的
な
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
状
態（

dynam
ic state）

で

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
健

康
と
病
気
と
は「

そ
う
で
あ
る
か
、
そ

う
で
な
い
か」

と
い
う
固
定
し
た
質
的

な
概
念
で
は
な
く
、
健
康
と
病
気
は
連

続
し
た
量
的
な
概
念
、
あ
る
い
は
、
せ

め
ぎ
合
い
な
が
ら
顕
在
・
潜
在
し
共
存

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
健
康
な
状
態
、
病
的

な
状
態
は
と
も
に
、
刻
一
刻
、
移
ろ
う
、

動
き
の
あ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て

健
康
と
は
良
く
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
絶
え
ず
獲
得
し
高
め
て
い
く
も
の

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
と
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ（

well-being）

な
状
態
で
あ
る
と

定
義
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

は
、「 

幸
福」

と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
言
葉
で
す
が
、
直
訳
す
る
と「

よ
く

な
り
つ
づ
け
る
こ
と（

being well）」

で
す
。「

良
く
な
り
つ
づ
け
る
こ
と」

、

「

善
く
な
り
つ
づ
け
る
こ
と」

が「

幸

福」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
何
が「

良
い」

の
か
、

「

善
い」

の
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
問

題
で
す
。
こ
の
問
題
は
一
般
論
と
し
て

で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
具
体
的
な
状

態
、
行
動
、
生
活
の
在
り
方
と
生
き
方

に
即
し
て
繰
り
返
し
向
き
合
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

生
き
る
こ
と
の
全
体
を
、
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク（

全
人
的）

に
、
系
統
的
に
整

理
し
て
捉
え
る
上
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る

Ｉ
Ｃ
Ｆ（

国
際
生
活
機
能
分
類） （

一）

～

（

三）

の
考
え
方
が
役
立
ち
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｆ
で
は
、
人
が
生
き
る
こ
と
の

全
体
像
を「

生
活
機
能（

functioning）」

と
い
う
鍵
概
念
に
よ
っ
て
把
握
し
ま

す
。
こ
こ
で
原
語
が
〝function

〟
と

い
う
名
詞
で
は
な
く
〝functioning

〟

と
動
名
詞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
健

康
と
同
じ
く
、
生
活
機
能
も
ま
た
動
き

の
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
概
念
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

図
二
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
番
上
に

あ
る「

健
康
状
態」
に
は
、
病
気
や
怪

我
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
、
高
齢（

加
齢）

、

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
状
態
な
ど
、
生
活

機
能
に
問
題
を
生
じ
る
状
態
が
広
く
含

ま
れ
ま
す
。「

生
活
機
能」

は「

心
身

機
能
・
身
体
構
造」

、「

活
動」

、「

参
加」

と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ら
と
相
互
作
用
す
る
因
子
と
し
て

「

環
境
因
子」

と「

個
人
因
子」

と
い

う
二
つ
の
因
子
を
考
慮
し
ま
す
。

「

生
活
機
能」

の
三
つ
の
側
面
と
そ

れ
に
影
響
す
る
二
つ
の
因
子
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

「

心
身
機
能
・
身
体
構
造」

で
は
、

人
間
の
身
体
的
・
生
物
学
的
な
次
元
を

問
題
と
し
ま
す
。「

心
身
機
能」

と
は
、

例
え
ば
、
精
神
の
働
き
、
視
覚
・
聴
覚

な
ど
の
感
覚
機
能
、心
血
管
系
の
機
能
、

免
疫
系
の
機
能
、
消
化
器
系
の
機
能
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
心
身
の
機
能
を
指
し
ま

す
。「

身
体
構
造」

と
は
、
脳
神
経
系
、

眼
・
耳
な
ど
の
感
覚
器
官
、
心
血
管
系

の
構
造
、
免
疫
系
の
構
造
、
消
化
器
系

の
構
造
な
ど
、
心
身
機
能
を
司
る
身
体

構
造
の
こ
と
で
す
。

「

活
動」

で
は
、
個
人
に
お
け
る
生

活
行
為
の
次
元
を
問
題
と
し
ま
す
。
例

え
ば
、
歩
行
、
食
事
、
排
泄
の
よ
う
な

日
常
生
活
行
為（

Ａ
Ｄ
Ｌ）

を
は
じ
め
、

調
理
、
清
掃
、
農
作
業
、
事
務
作
業
な

ど
生
活
上
必
要
な
行
為
は
全
て「

活
動」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

「
参
加」

で
は
、
社
会
お
よ
び
人
生

の
次
元
を
問
題
と
し
ま
す
。
例
え
ば
、

家
庭
に
お
け
る
役
割
、
仕
事
に
お
け
る

役
割
、
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

な
ど
、
家
族
や
社
会
に
関
与
し
、
そ
こ

で
役
割
を
果
た
す
こ
と
を「
参
加」

と

言
い
ま
す
。

「

環
境
因
子」

と
は
、
建
物
や
交
通

機
関
、
自
然
環
境
の
よ
う
な
物
質
的
環

境
、
家
族
や
仕
事
上
の
仲
間
、
医
療
者

の
よ
う
な
人
的
環
境
、
医
療
制
度
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
制
度
的
環
境
、

社
会
が
障
害
を
も
つ
人
を
ど
う
捉
え
る

か
と
い
う
社
会
意
識
と
し
て
の
環
境
な

ど
を
指
し
ま
す
。

「

個
人
因
子」

と
は
、
年
齢
、
性
別
、

学
歴
、
職
業
歴
、
家
族
背
景
、
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
特
性（

感
じ
方
、
考
え
方
、

行
動
の
仕
方
、
対
人
関
係
の
持
ち
方
の

パ
タ
ー
ン）

、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
価

値
観
、
生
き
方
な
ど
、
多
種
多
様
な
個

人
に
固
有
の
特
徴
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
健
康
状
態
、

生
活
機
能
を
構
成
す
る
心
身
機
能
・
身

体
構
造
、
活
動
、
参
加
、
環
境
因
子
、

個
人
因
子
が
そ
れ
ぞ
れ
相
互
作
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
生
活
機

能
の
各
側
面
、
因
子
の
プ
ラ
ス
面
、
マ

イ
ナ
ス
面
が
複
雑
に
相
互
作
用
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
う
つ
病
と
い

う
健
康
状
態
に
お
い
て
、
意
欲
低
下
と

い
う
心
身
機
能
の
障
害
が
起
こ
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
事
務
作
業
が
で
き
な
い

と
い
う
活
動
の
制
限
、
さ
ら
に
仕
事
を

す
る
と
い
う
社
会
的
あ
る
い
は
家
庭
的

役
割
が
果
た
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
ま
す（

参
加
の
制
約）

。
こ
れ
は
、

心
身
機
能
の
障
害
に
よ
っ
て
活
動
の
制

限
、
参
加
の
制
約
が
生
じ
る
と
い
う
因

果
関
係
で
す
。

逆
方
向
の
因
果
関
係
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
長
い
間
家
に
引
き
こ
も
っ
て

何
も
し
な
い
、
あ
る
い
は
何
年
も
精
神

科
病
院
の
閉
鎖
病
棟
に
入
院
し
て
い
る

場
合
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
活
動
が
制
限

さ
れ
、
社
会
へ
の
関
与
が
乏
し
い
状
況

が
長
く
続
け
ば
、
使
わ
な
い
心
身
機

能
・
身
体
構
造
が
徐
々
に
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
廃
用
症
候
群
と
い
う
現
象
で

す
。
こ
れ
は
、
活
動
が
制
限
さ
れ
、
参

加
が
制
約
さ
れ
た
場
合
に
心
身
機
能
・

身
体
構
造
が
障
害
さ
れ
る
例
で
す
。

こ
の
よ
う
な
相
互
作
用
は
治
療
を
考

え
る
上
で
も
重
要
で
す
。
う
つ
病
に
対

し
抗
う
つ
薬
を
投
与
す
る
と
、
意
欲
が

改
善
し
ま
す
。
す
る
と
、
活
動
の
質
、

量
と
も
に
向
上
し
、
活
動
範
囲
が
広
く

な
り
ま
す
。
う
つ
状
態
で
は
果
た
せ
な

か
っ
た
仕
事
や
家
庭
に
お
け
る
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

抗
う
つ
薬
に
よ
っ
て
心
身
機
能
・
身
体

構
造
と
い
う
身
体
的
・
生
物
学
的
側
面

に
直
接
働
き
か
け
た
結
果
、
活
動
と
参

加
が
改
善
す
る
例
で
す
。
同
時
に
、
治

療
に
お
い
て
は
お
薬
の
よ
う
な
生
物
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
な
ら
ず
、
活
動
や

参
加
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
有
効
で

す
。
例
え
ば
、
農
作
業
や
事
務
作
業
と

い
う
活
動
を
与
え
る
、
一
般
就
労
が
難

し
い
場
合
に
も
何
か
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
と
い
う
役
割
を
与
え
る
こ
と
が
、

身
体
を
鍛
え
、
意
欲
を
高
め
、
自
己
肯

定
感
を
増
す
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
活
動
や
参
加
に

働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
機

能
・
身
体
構
造
を
良
く
す
る
と
い
う
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で

す
。精

神
障
害
に
よ
っ
て
生
活
機
能
が
低

下
す
る
と
、
家
族
や
職
場
の
人
々
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

生
活
機
能
が
人
的
環
境（

環
境
因
子）

に
作
用
す
る
例
で
す
。
逆
に
、
家
庭
や

職
場
の
人
間
関
係
は
良
く
も
悪
く
も
精

神
状
態（

心
身
機
能）

に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
私
た
ち
精
神
科
医
が
行

う
精
神
療
法（

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ）

は
、

いのちの森通信

公益財団法人

いのちの森

文化財団

Vol.46
2019.Mar

平成31年3月1日発行
編集 大島隆史

発行/ 公益財団法人いのちの森文化財団  〒380-0888長野市大字上ヶ屋2471番地2198 TEL 026-239-0010 FAX 026-239-0011
ホームページ　 http://inochinomori.or.jp Eメール  zaidan@inochinomori.or.jp

地球のいのちの営みと調和、融合して

共に生き合うコミュニティーづくりの情報を発信する

（1）2019年3月5日 【いのちの健康を育む】　 　     いのちの森通信　VOL.46              　  いのちが光輝く時代を目指して

健康とは、完全に、身体的、精神的、霊的、
社会的に良好な動的状態であって、単に病気
がないとか、病弱でないということではない。

Health is a dynamic state of complete physical,
mental, spiritual and social well-being and not
merely the absence of disease or infirmity.

図一　WHOによる健康の定義

活動と参加という面から心身機能・身
体構造を良くする「生き方働き方学校」
の農作業実習

健
康
と
は
身
体
、
精
神
、

生
き
方
、
働
き
方
を

よ
く
し
つ
づ
け
て
い
く
こ
と

生
活
機
能（

心
身
機
能
・

身
体
構
造
、
活
動
、
参
加）

、

環
境
因
子
、
個
人
因
子
と
は

生
活
機
能
の
三
側
面
、

環
境
因
子
、
個
人
因
子
の

相
互
作
用

《

次
頁
に
続
く》

いのちの健康を育む
人間の身体、精神、霊性、社会をみつめて

井上　弘寿

いのちの森クリニック院長

医療法人碧水会　信濃病院

生き方働き方学校主治医

精神科医、医学博士

今、目の前のことに、一生懸命集中して
取り組むことを通して、心身を鍛える

「生き方働き方学校」の清掃実習

健康状態

環境因子 個人因子

活動 参加心身機能･身体構造

図二　ICFの枠組み（WHO，2001）



Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
人
的

環
境（
環
境
因
子）

を
介
し
て
精
神
状

態(
心
身
機
能）

に
良
い
影
響
を
与
え

よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

個
人
因
子
と
し
て
例
え
ば
、
個
人
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
、
生
き
方

は
生
活
機
能
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、
飲
酒
、

喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
は
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病（

lifestyle-diseases
）

の
発
症
に
深
く

関
与
し
、さ
ら
に
悪
性
新
生
物（

が
ん）

、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
と
い
う
三
大
死

因
と
の
関
連
も
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
、
生
き
方
は
、

日
常
的
な
活
動
の
選
択
に
影
響
を
与
え

ま
す
し
、
職
業
選
択
と
い
う
形
で
長
期

的
な
活
動
、
参
加
、
環
境
因
子
に
も
影

響
を
与
え
ま
す
。
逆
に
、
選
択
し
た
職

業
に
お
け
る
活
動
や
参
加
は
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
、
生
き
方
と
い
う

個
人
因
子
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
身
機
能
・
身
体
構

造
、
活
動
、
参
加
、
環
境
因
子
、
個
人

因
子
の
相
互
作
用
か
ら
な
り
、
人
間
の

身
体
的
、
精
神
的
、
霊
的
、
社
会
的
な

側
面
を
包
括
す
る
の
が
、「

い
の
ち」

で
す
。
一
人
一
人
の
健
康
と
人
格
の
水

準
を
高
め
、
深
め
、「

い
の
ち」

を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、
水
に
生

じ
た
波
紋
の
よ
う
に
広
が
り
、
他
者
、

社
会
を
も
よ
く
し
て
い
く
の
だ
と
信
じ

ま
す
。
ま
ず
一
人
一
人
が
こ
の
上
な
く

大
切
で
す
。
い
の
ち
の
森
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
一
人
一
人
の「

い
の
ち」

を
よ
く

し
つ
づ
け
て
い
く
実
践
に
日
々
、
地
道

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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人
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生
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こ
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生
き
る
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と
の
困
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に
関
す
る
検
討．

精
神
科
診
断
学
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二
二
～
三
二
、

二
〇
一
四
年

井
上
弘
寿（

い
の
う
え
こ
う
じゅ）

略
歴

い
の
ち
の
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。

精
神
科
専
門
医
・
指
導
医（

日
本
精
神

神
経
学
会）

、
精
神
保
健
指
定
医（

厚

生
労
働
省）

、
医
学
博
士（

自
治
医
科

大
学）

、
産
業
医（

日
本
医
師
会）

。

長
野
県
生
。
上
田
高
校
、
信
州
大
学
医

学
部
医
学
科
卒
。
学
生
時
代
よ
り
巽
信

夫
先
生
に
指
導
を
受
け
る
。
精
神
病
理

学
を
専
攻
す
る
た
め
自
治
医
科
大
学

へ
。
加
藤
敏
教
授
の
も
と
臨
床
精
神
病

理
学
を
研
鑽
し
自
治
医
科
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
て
初
期

臨
床
研
修
修
了
後
、
同
大
附
属
病
院
、

自
治
医
科
大
学
病
院
、
栃
木
県
立
岡
本

台
病
院
、
栃
木
刑
務
所
、
本
田
技
研
工

業
㈱
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
臨
床

経
験
を
積
む
。
自
治
医
科
大
学
精
神
医

学
教
室
助
教
、
こ
こ
ろ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル

町
田
を
経
て
現
在
、
信
濃
病
院
勤
務
。

「

意
識」

、「

人
格（

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ）」

に
関
す
る
精
神
病
理
学
的
研
究
、
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
に
関
す
る
臨
床
疫
学

的
研
究
に
従
事
。「

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

障
害
の
概
念
。『

今
日
の
精
神
疾
患
治

療
指
針
第
２
版』

。
医
学
書
院
、
東
京
、

pp218-222, 2016」（

共
著）

な
ど
論

文
多
数
。
　
　
　

一
年
の
過
ぎ
る
短
さ
を
痛
感
し
て
い

る
昨
今
で
す
。
私
も
本
年
は
年
男
で
す

が
72
歳
と
い
う
年
齢
は
想
像
す
ら
し
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「

光
陰
矢
の
如
し」

の
思
い
で
す
。

財
団
と
し
て
の
事
業
も
本
年
で
十
五
期

を
迎
え
ま
す
が
、
理
事
・
監
事
・
評
議

員
の
改
選
期
に
当
た
り
ま
す
。

事
業
の
内
容
も
進
化
し
て
く
る
こ
と

に
対
応
し
、
様
々
な
分
野
の
方
々
に
こ

の
事
業
に
参
画
し
て
頂
き
、
ア
ド
バ
イ

ス
と
と
も
に
次
世
代
を
担
う
べ
く
事
業

内
容
を
深
化
さ
せ
て
い
く
思
い
で
お
り

ま
す
。

役
員
に
於
い
て
は
長
年
理
事
を
務
め

て
頂
い
た
帯
津
良
一
先
生
に
は
評
議
員

に
、
細
川
佳
代
子
様
、
藍
原
繁
樹
先
生

に
は
顧
問
に
ご
就
任
頂
き
ま
し
た
。

新
任
の
理
事
に
は
長
野
労
働
局
の
濵

好
幸
氏
、
元
会
社
役
員
で
評
議
員
を
担

っ
て
頂
い
た
早
川
明
良
氏
に
ご
就
任
頂

き
、
新
任
の
評
議
員
と
し
て
弁
護
士
の

遠
藤
昭
氏
、
弁
理
士
の
堀
弘
氏
、
会
社

役
員
の
鈴
木
雅
晴
氏
、
精
神
科
医
の
川

野
泰
周
氏
、
帯
津
良
一
氏（

外
科
医
師）

に
ご
就
任
頂
き
ま
し
た
。

監
事
の
藤
澤
典
応
氏（

公
認
会
計

士）

、
田
原
敏
明（

会
社
役
員）

は
再

任
で
す
。

引
き
続
き
理
事
と
し
て
本
財
団
の
事

業
を
担
っ
て
頂
く
方
は
、塩
澤
み
ど
り
、

塩
澤
研
一
、
小
林
計
正
氏（

元
長
野
県

職
員）

、
山
下
洋
子
氏（

元
教
諭）

、
高

野
道
隆
氏（

元
会
社
役
員）

の
５
氏
で

す
。
再
任
の
評
議
員
は
細
金
勝
治
氏

（

会
社
役
員）

、
久
間
久
惠
氏（

カ
ウ
ン

セ
ラ
ー）

の
２
氏
で
す
。
ま
た
事
務
局

に
つ
い
て
は
、
大
島
隆
史
が
担
当
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

さ
て
、
２
０
０
６
年
９
月
に
認
可
さ

れ
た
本
財
団
の
事
業
に
つ
い
て
も
歳
月

の
中
で
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

基
本
は
医
療
も
農
業
も
環
境
問
題
も
教

育
的
な
視
点
を
抜
き
に
語
れ
な
い
と
言

う
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
財
団
の
基

本
を「

教
育
文
化
事
業」

と
し
て
い
る

所
以
で
す
。

近
年
、
青
少
年
育
成
事
業
も
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
と
い
う
次
元
か
ら
医
療
的
側

面
の
ウ
エ
イ
ト
が
増
し
て
き
て
お
り
ま

す
の
で
、
い
の
ち
の
森
全
体
の
活
動
内

容
も
精
神
科
、
脳
神
経
科
、
心
療
内
科

等
の
医
療
的
ケ
ア
の
重
要
度
が
増
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
流
れ
の
な
か
に
於
い
て
今
回
も

評
議
員
に
川
野
泰
周
先
生（

精
神
科
医）

に
ご
就
任
頂
き
、
ま
た
長
野
労
働
局
の

職
員
で
あ
る
濵
好
幸
氏
は
理
事
に
、
弁

護
士
の
遠
藤
昭
氏
に
評
議
員
と
し
て
ご

支
援
頂
い
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
今
後
の
流
れ
と
し
て
は
、
本
年

「

い
の
ち
の
森
ク
リ
ニ
ッ
ク」

の
院
長

に
ご
就
任
頂
い
た
井
上
弘
寿
先
生（

精

神
科
医
師）

に
も
財
団
の
運
営
に
対
し

て
大
き
な
関
わ
り
を
も
っ
て
頂
き
た
く

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

井
上
先
生
の
精
神
科
医
療
に
対
す
る

考
え
方
は
、
こ
の
間
財
団
通
信
を
通
し

て
ご
理
解
頂
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、「

症
状
の
改
善」

と
い
う
観
点

を
超
え
て「

人
格
の
成
長
・
完
成」

へ

と
向
か
う
医
療
の
在
り
方
を
展
望
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
地
域
社
会

の
在
り
方
や
人
間
社
会
の
つ
な
が
り
の

基
本
と
も
言
え
ま
す
が
、
今
後
の
い
の

ち
の
森
構
想
の
向
か
う
方
向
と
も
共
振

し
た
流
れ
と
も
い
え
ま
す
。

現
在
イ
タ
リ
ア
で
は
精
神
病
院
を
廃

止
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
お
り
、
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
守
り
つ
つ
心
の
ケ
ア

を
実
現
し
て
い
く
方
向
に
な
っ
て
い
ま

す
。い

の
ち
の
森
で
行
わ
れ
て
い
る
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
私
は「

生
活
療
法」

と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
全
生
活
過
程
を
と
お
し
て
心

の
ケ
ア
、
意
識
の
進
化
、
心
の
成
長
へ

と
向
か
う
流
れ
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

い
の
ち
の
森
で
は
自
分
の
課
題
に
対

し
て
取
り
組
む
立
場
の
実
習
生
、
ス
タ

ッ
フ
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
る
研
修

生
、
い
の
ち
の
森
全
体
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
３
通
り
の
学
び

方
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
於
い
て
も
課
題
に
な
る
の
は
仕

事
の
密
度
に
つ
い
て
で
す
。

十
分
な
生
産
性
を
上
げ
ら
れ
な
い
こ

と
に
対
す
る
支
え
る
側
の
経
済
的
負
担

を
考
え
ま
す
と「

働
き
方
改
革」

と
言

わ
れ
る
行
政
的
な
指
導
に
対
し
て
も
十

分
な
論
議
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
も
同
様

で
、
私
自
身
は
障
害
者
の
授
産
施
設
に

17
年
勤
務
す
る
中
で
常
々
感
じ
て
き
た

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

使
用
者
側
と
労
働
者
側
と
い
う
立
場

を
超
え
て
大
家
族
主
義
を
唱
え
て
こ
ら

れ
た
京
セ
ラ
の
名
誉
会
長
の
稲
盛
和
夫

氏
の
考
え
方
に
大
い
に
共
鳴
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
共
同
体
と
し
て
の
在
り
方

を
模
索
す
れ
ば
、
こ
の
大
家
族
主
義
に

到
達
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
対
し
て
は
、
経

営
者
と
し
て
の
高
い
意
識
と
人
格
、
私

利
私
欲
を
超
え
た
公
共
哲
学
が
な
け
れ

ば
な
し
得
な
い
事
で
も
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、「

共
に
生
き
る
、
共
に
学
ぶ
、

共
に
成
長
す
る」

と
い
う「

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ユ
ニ
テ
ィ
ー」

の
意
識
を
根
底
に

据
え
た
日
々
の
在
り
方
、
や
り
方
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
財
団

の
理
念
は
ま
さ
し
く
こ
の「

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ユ
ニ
テ
ィ
ー」

を
根
底
に
据
え
、

事
業
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

2019年3月5日【平成31年度の体制について】 いのちの森通信　VOL.46　    　　　 　　 いのちが光輝く時代を目指して（2）

公益財団法人 いのちの森文化財団では
以下の公益目的事業への寄附金を募集しています

①「高齢者のための生きがい創造基金への寄付」
②「青少年の社会復帰と自立のための育成活動への寄付」
③「東日本大震災被災地の子供たちの教育を支援する活動（保育園へ

のお野菜支援含む）」
④「いのちの森の会費（一般寄付）」
※当財団への寄附金及び会費は、特定公益増進法人への寄附金として、所得税・

相続税・法人税の税制上の優遇措置があります。また一部の自治体では、個人
住民税の寄附金控除の対象となります。（詳細はお問合せ下さい）

【ご支援の方法】▼郵便振替用紙にてお振込みの場合は、振替用紙に寄附先①
～④をご記入の上、お振込みをお願いいたします。
▼銀行振込み・電信振込みの場合は、財団事務局までホームページ・メール・

FAX・電話（1ページ目参照）にて寄附先①～④をご連絡の上、お振込みを
お願いいたします。

【お振込み先】● ゆうちょ銀行振替口座 00520-3-42181
● 八十二銀行 本店営業部 普通 １０９３５３１
● みずほ銀行 長野支店 普通 １９９１７９４

いずれも名義は「公益財団法人いのちの森文化財団」

井上先生の診察では、「いのち」をよく
しつづけていこうという強い思いを感
じます

一
人
一
人
の
い
の
ち
を
よ
く
し

て
い
く
こ
と
が
、
社
会
を
よ
く

し
て
い
く
こ
と
に
も
な
る

平成31年度の体制と

事業の方向について

公益財団法人いのちの森文化財団

副代表理事

塩澤 研一

第14回評議員会 新旧役員のみなさま

平成30年11月川野泰周先生ﾏｲﾝ
ﾄﾞﾌﾙﾈｽ合宿講座の様子

平成30年10月脳と心
の勉強会の様子

中先生による
青少年育成公開講座



午
後
の
こ
の
時
間
は
、
ま
ず
こ
の
リ

ト
リ
ー
ト
合
宿
の
い
わ
ゆ
る
理
念
の
中

で
、
本
題
の
お
話
で
す
。
た
だ
や
は
り

「

行
入」

が
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
理
屈
の
話
に
終
始
す
る
こ
と

な
く
ワ
ー
ク
を
入
れ
な
が
ら
、
体
感
的

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
践
講
座

の
テ
ー
マ
は「

コ
ン
ッ
パ
シ
ョ
ン」

で

す
。
こ
れ
は
、
仏
教
的
に
言
う
と
こ
ろ

の「

智
慧」

と「

慈
悲」

の
う
ち
の
慈

悲
の
部
分
に
該
当
す
る
お
話
に
な
り
ま

す
。
こ
の
二
つ
は
仏
教
的
な
観
点
に
お

い
て
も
非
常
に
重
要
で
、
ブ
ッ
ダ
は
こ

の
二
つ
を
極
め
て
い
け
ば
、
す
べ
か
ら

く
苦
し
み
か
ら
開
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
説
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今
の
言

葉
で
言
え
ば
、「

気
づ
き」

と「

受
容」

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
気
づ
き
が
智
慧
と
繋
が
っ
て
い

て
、
受
容
が
慈
悲
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
前
半
は
、
こ
の
気
づ
き

の
部
分
を
体
の
感
覚
を
使
っ
た
り
、
体

験
を
互
い
に
シ
ェ
ア
し
た
り
し
な
が

ら
、
ま
た
ヨ
ガ
を
通
し
て
体
の
感
覚
に

対
す
る
気
づ
き
を
高
め
る
ワ
ー
ク
を
や

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
気
づ
き
を
高

め
る
と
い
う
要
素
は
引
き
続
き
含
ま
れ

ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
の
時
間
は
、
さ
ら

に
慈
悲
の
方
へ
も
力
点
を
置
い
た
理
論

と
ワ
ー
ク
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
も
心
療
内
科
や
精
神
科
の
日
常
診

療
を
し
て
い
ま
す
と
、
受
診
さ
れ
る
患

者
さ
ん
は
の
多
く
は
こ
の
五
つ
の
疾
患

の
ど
れ
か
に
該
当
し
ま
す（

図
一
参

照）

。
う
つ
病
、
適
応
障
害
、
パ
ニ
ッ

ク
障
害
、
自
律
神
経
失
調
症
、
そ
し
て

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ）

。

う
つ
病
に
関
し
て
言
え
ば
、
遺
伝
的
に

既
定
さ
れ
た
う
つ
病
の
タ
イ
プ
も
あ
り

ま
す
。
中
年
期
以
降
の
男
性
に
多
い
と

さ
れ
る
、
環
境
要
因
よ
り
も
遺
伝
負
因

の
関
与
が
大
き
い
と
さ
れ
る「

内
因
性

う
つ
病」

と
い
う
疾
患
が
、
か
つ
て
は

多
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
近
年
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
現
代
型

の
う
つ
病
、
い
わ
ゆ
る「

新
型
う
つ
病」

と
い
う
タ
イ
プ
の
患
者
さ
ん
た
ち
は
、

あ
る
環
境
要
因
に
悩
ん
で
し

ま
っ
て
う
つ
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
因
果
関
係
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
原
因
が
明
ら
か
で
う
つ
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
疾
患
を

「

適
応
障
害」

と
呼
び
ま
す
が
、

そ
の
症
状
が
さ
ら
に
重
症
化

し
て
う
つ
病
の
レ
ベ
ル
に
ま

で
達
し
た
場
合
に「

新
型
う

つ
病」

と
い
う
診
断
が
成
立

す
る
。
つ
ま
り
適
応
障
害
と

う
つ
病
と
い
う
二
疾
患
の
境

界
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ

て
き
た
の
が
最
近
の
患
者
さ

ん
た
ち
に
見
ら
れ
る
動
向
な

の
で
す
。

例
え
ば
、
職
場
の
環
境
に

対
し
て
、
多
大
な
る
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
れ
ば
、
職
場

の
環
境
が
元
に
な
っ
た「

適

応
障
害」

と
い
う
診
断
が
成

立
し
ま
す
。
で
も
近
年
で
は
、

そ
れ
以
外
に
も
ス
ト
レ
ス
を
要
因
と
し

た
精
神
疾
患
が
大
変
増
え
て
い
る
ん
で

す
。
こ
の
図
に
示
し
た5

種
類
の
疾
患

は
い
ず
れ
も
ス
ト
レ
ス
の
関
与
が
想
定

さ
れ
る
代
表
的
疾
患
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
さ
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
疾
患

を
、
あ
る
序
列
に
し
た
が
っ
て
並
べ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、「

顕
在
性
の
疾
患」

か
、
あ
る
い
は「

潜
在
性
の
疾
患」

か

と
い
う
点
で
す
。
一
番
上
の
う
つ
病
は

最
も
顕
在
性
で
あ
り
、
一
番
下
の
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
は
最
も
潜
在
性
の
疾
患
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
疾
患

の
症
状
に
ご
自
分
自
身
が
気
付
い
て
い

る
か
、
い
な
い
の
か
の
違
い
で
す
。
実

は
近
年
、
こ
の
図
で
い
う
下
の
方
の
疾

患
、
つ
ま
り
ご
自
分
の
症
状
や
そ
の
原

因
に
気
づ
か
な
い
タ
イ
プ
の
疾
患
が
圧

倒
的
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
辺
り
が
ち
ょ
う
ど「

智
慧」

、

あ
る
い
は「

気
づ
き」

と
い
う
も
の
と

リ
ン
ク
し
て
く
る
お
話
で
す
。
自
律
神

経
失
調
症
と
い
う
ご
病
気
を
例
に
と
っ

て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ

は
、
非

常
に
シ

ン
プ
ル

な
メ
カ

ニ
ズ
ム

で
す
。

自
律
神

経
失
調

症
の
患

者
さ
ん

は
、
心

の
ス
ト

レ
ス
を

あ
ま
り

よ
く
体

感
し
て

い
ら
っ

し
ゃ
ら

な
い
の

で
す
。

心
よ
り

も
む
し

ろ
、
体
の
不
調
が
前
景
と
な
っ
て
い
ま

す
。
頭
が
痛
い
か
ら
脳
外
科
を
受
診
し

て
頭
痛
の
薬
を
も
ら
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
今
度
は
お
腹
が
痛
い
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
消
化
器
内
科
を
受
診
し
て
下

痢
を
止
め
る
薬
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
る
と
今
度
は
め
ま
い
が
出
て
き

て
、
耳
鼻
科
に
行
っ
て
め
ま
い
止
め
を

出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ

と
を
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、
様
々

な
診
療
科
か
ら
薬
を
処
方
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
多
剤
併
用
に
よ
る
副
作
用
と

い
う
、
新
た
な
症
状
を
抱
え
る
ま
で
に

も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
よ
う
や

く
医
師
か
ら「

あ
な
た
、
そ
れ
は
ス
ト

レ
ス
で
す
よ」

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
こ
の
瞬
間
ま
で
、
ま
さ
か

ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
体
の
調
子
が
悪
か

っ
た
な
ど
と
気
づ
け
な
い
で
い
る
人

が
、
若
い
世
代
の
方
を
中
心
と
し
て
増

え
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
方
た
ち
の
心
の
構
造
、
性

質
を
指
し
て
、「

ア
レ
キ
シ
サ
イ
ミ
ア」

と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
は
病
気
の
名
前
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
情
を
失
っ
た
か
の

よ
う
に
見
え
る
、
と
い
う
心
の
傾
向
で

す
。
ご
自
分
の
内
面
に
対
す
る
気
づ
き

が
損
な
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
心
の
不

調
に
気
づ
け
な
い
。
そ
の
結
果
、
体
の

方
が
症
状
と
い
う
形
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
す

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ

た
心
理
構
造
を
有
す
る
人
が
、
若
い
世

代
を
中
心
と
し
て
大
変
増
え
て
い
る
の

で
す
。

こ
の
ア
レ
キ
シ
サ
イ
ミ
ア
の
方
た
ち

は
ど
う
し
て
増
え
て
い
る
か
と
言
え

ば
、
最
大
の
要
因
は
こ
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
社
会
を
飛
び
交
う
情
報
量
は
こ
の
十

年
間
で
約
一
千
倍
に
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
一
千
倍
に
デ
ー
タ
量
が
増

え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
私
達

の
脳
の
処
理
能
力
は
た
っ
た
十
年
で
千

倍
に
進
化
す
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
達
の
脳
は
外

か
ら
や
っ
て
く
る
情
報
に
注
意
力
の
大

部
分
を
使
い
切
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り

自
分
の
外
側
の
こ
と
に
翻
弄
さ
れ
て
し

ま
っ
て
、
自
分
自
身
の
内
な
る
気
づ
き

の
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
私
た
ち
人
間
の
心
の
構
造

を
、
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
の
要
素
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
み

る
と
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
つ

ま
り「

意
識」

と「

感
情」

、
あ
る
い

は「

理
性」

と「

本
能」

と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
。
理
性
と
い
う
の
は
、

い
わ
ゆ
る
先
の
こ
と
を
頑
張
っ
て
考
え

た
り
我
慢
し
た
り
す
る
部
分
、
本
能
と

い
う
の
は
嫌
な
も
の
は
嫌
、
心
地
よ
い

も
の
は
心
地
よ
い
、
と
た
だ
感
覚
で
し

か
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
で

す
。
こ
の
二
つ
は
、
本
来
は
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
べ
き
も
の
で
す
。
ち
な

み
に
体
の
状
態
、
つ
ま
り「

体
調」

と

リ
ン
ク
し
て
い
る
の
は
感
情
で
あ
り
、

意
識
で
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
皆
さ
ん
の
中
で
、
今
こ
の

瞬
間
に
脈
拍
数
を
一
分
間
に
20
回
増
や

し
て
く
だ
さ
い
と
指
示
を
し
て
、
そ
れ

が
出
来
る
と
い
う
人
は
お
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。
よ
ほ
ど
何
か
鍛
錬
し
た
人
で

な
い
と
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も

も
し
今
の
こ
の
瞬
間
に
、
皆
さ
ん
の
携

帯
電
話
か
ら
地
震
警
報
の
ア
ラ
ー
ム
が

ブ
ブ
ー
ッ
と
鳴
り
出
し
た
ら
、
あ
っ
と

い
う
間
に
脈
拍
数
は
30
、
40
も
上
が
っ

て
、
１
分
間
に
150
以
上
に
な
る
人
も
い

る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
そ
れ
ほ
ど
、
私

達
の
体
の
状
態
は
感
情
に
よ
っ
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
意
識
と
感
情
、
こ
の
二
つ
が

う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
成
立
し
て

い
る
間
は
い
い
の
で
す
が
、
ひ
と
た
び

両
者
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
起
こ
し
て
し

ま
う
と
、
そ
こ
に
ス
ト
レ
ス
が
生
ま
れ

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ス
ト
レ
ス
は
自
律

神
経
の
乱
れ
を
生
み
ま
す
。
自
律
神
経

と
い
う
の
は
、
私
達
の
心
と
体
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
の
役
割
を
し
て
い
る
わ
け
で

す
。具

体
的
に
言
え
ば
、
戦
い
の
神
経
で

あ
る
交
感
神
経
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
神
経

で
あ
る
副
交
感
神
経
。
こ
の
二
つ
が
シ

ー
ソ
ー
の
様
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
た
と
え
ば
会
社
で
上
司
か
ら

怒
ら
れ
る
の
じ
っ
と
聞
い
て
い
る
部
下

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
意

識
の
レ
ベ
ル
で
は
、
今
は
じ
っ
と
我
慢

す
る
し
か
な
い
、
言
い
返
し
て
も
無
駄

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
感
情

の
レ
ベ
ル
で
は
、
不
愉
快
だ
、
逃
げ
出

し
た
い
、と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
る
。

だ
か
ら
そ
の
両
者
が
葛
藤
状
態
を
生
ん

で
、
そ
の
結
果
と
し
て
交
感
神
経
系
が

活
性
化
し
て
戦
い
に
備
え
る
と
い
う
わ

け
で
す
。
つ
ま
り
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物

質
が
、
脳
内
や
副
腎
と
い
う
腎
臓
の
す

ぐ
上
に
あ
る
臓
器
か
ら
過
剰
に
放
出
さ

れ
て
、
血
圧
が
上
が
っ
た
り
、
脈
拍
が

上
が
っ
た
り
、
全
身
に
汗
を
か
い
た
り

す
る
の
で
す
。
こ
の
図
二
に
書
か
れ
て

い
ま
す
よ
う
に
、
自
律
神
経
と
い
う
の

は
私
た
ち
の
全
身
に
く
ま
な
く
分
布
し

て
い
ま
す
か
ら
、
当
然
な
が
ら
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
症
状
は
全
身
に
及
び
ま
す
。

頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
先
ま
で
全
て

で
す
。
何
故
で
し
ょ
う
か
？
頭
や
足
に

は
内
臓
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毛
穴
は
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
毛
細
血
管
も
あ
り
ま

す
ね
。
そ
の
毛
穴
一
つ
、
毛
細
血
管
一

本
に
至
る
ま
で
自
律
神
経
で
調
節
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
一
度
ス
ト
レ
ス

が
生
じ
て
自
律
神
経
が
乱
れ
る
と
、
体

中
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん

の（

こ
れ
で
も
ま
だ
五
分
の
一
く
ら
い

だ
と
思
い
ま
す
が）

、
身
体
的
な
失
調

症
状
が
起
こ
り
得
る
わ
け
で
す
。

た
と
え
ば
、
腸
の
機
能
が
乱
れ
れ
ば

下
痢
と
便
秘
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
過

敏
性
腸
症
候
群
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
心
臓
の
血
管
の
収
縮
拡
張
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
る
と
、
若
年
に

も
か
か
わ
ら
ず
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
が

あ
っ
と
い
う
間
に
進
行
し
て
、
心
筋
梗

塞
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の

で
す
。「

た
こ
つ
ぼ
心
筋
症」

と
い
う

疾
患
も
最
近
メ
ジ
ャ
ー
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。ス
ト
レ
ス
が
誘
因
と
な
っ
て
、

心
臓
の
筋
力
、
拍
出
力
が
急
激
に
低
下

す
る
と
い
う
病
気
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
心
不
全
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
あ
る
の
で
、
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
時
に
は
、
体
の
運
動
機
能
に
ま

で
異
常
は
及
び
ま
す
。
文
字
を
書
こ
う

と
す
る
と
手
が
震
え
て
し
ま
う「

書
痙」

と
い
う
病
気
や
、
人
前
に
出
る
と
全
身

が
震
え
て
し
ま
う「

社
交
不
安
障
害」

と
い
う
病
気
が
有
名
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、心
の
ス
ト
レ
ス
、

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
、
心
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
介
し
て
、
体
の
異
常
と
な
っ
て

出
て
く
る
の
が
自
律
神
経
失
調
症
で

す
。
な
ら
ば
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て

あ
げ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
す
。
体
の
状
態
を
、
呼
吸
や
、

歩
く
感
覚
、
あ
る
い
は
ヨ
ガ
と
い
っ
た

方
法
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
状
態
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
に
や
っ
て
く
る
ス
ト
レ
ス
に
耐
え

る
力
、
つ
ま
り「

レ
ジ
リ
エ
ン
ス」

を

養
っ
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
正

確
に
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、
単
な
る

ス
ト
レ
ス
耐
性
だ
け
を
指
し
た
言
葉
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「

モ
メ
ン
タ
ム」

、
つ

ま
り「

前
進
す
る
力」

を
も
兼
ね
備
え

た
概
念
で
す
。
こ
の
モ
メ
ン
タ
ム
が
、

今
若
い
方
に
ど
ん
ど
ん
無
く
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
方
を
変

え
ま
す
と
、「

ぱ
っ
と
し
な
い」

状
態

で
漫
然
と
日
々
を
送
っ
て
い
る
若
者
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
若
者
と
言
い

ま
し
て
も
、
私
の
よ
う
な
30
代
～
40
代

く
ら
い
の
人
に
も
当
て
は
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
低
下

し
て
、ス
ト
レ
ス
に
弱
く
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ぱ
っ
と
し
な
い
状
態
の
ま
ま

努
力
す
る
こ
と
を
放
棄
し
て
し
ま
っ

て
、「

こ
ん
な
も
の
で
い
い
や」

と
言

っ
て
漫
然
と
生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
人

た
ち
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

事
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、
あ
る
い
は
モ
メ
ン
タ
ム

と
い
っ
た
も
の
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
改
善
し
て
い

く
の
だ
と
す
れ
ば
、
是
非
と
も
こ
の
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
皆
さ
ん
に
体
得
し

て
い
た
だ
き
、
世
代
を
超
え
て
普
及
し

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
私
は
思
う

の
で
す
。

（3）2019年3月5日 【マインドフルネス】　　     　いのちの森通信　VOL.46      　           いのちが光輝く時代を目指して

リ
ト
リ
ー
ト
合
宿
の

理
念
の
本
題
の
お
話

自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
気
づ

け
な
い
若
者
た
ち

最
大
の
要
因
は
ス
マ
ホ

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で

ス
ト
レ
ス
耐
性
が
改
善
！

さ
ら
に…

私
達
は
、
感
情
に
体
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る

ストレスに耐える力を養う
マインドフルネス

2018年11月マインドフルネスリトリート合宿講義より

川野 泰周
精神科・心療内科医
臨済宗 建長寺派 林香寺 住職

図一　ストレス社会の現代に
多く見られる精神疾患

図二　全身に分布する自律神経系



帯
津
良
一
先
生（

以
下
帯））

私
の
と

こ
ろ
で
は
、戦
略
会
議
を
や
る
と
き
に
、

心
の
問
題
か
ら
入
っ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
心
が
ど
う
い
う
風
に
こ
の
難
局
を

乗
り
切
る
か
。
簡
単
に
言
え
ば
、
と
き

め
き
な
ん
で
す
よ
。
と
き
め
く
チ
ャ
ン

ス
を
逃
さ
な
い
で
く
れ
と
。
で
、
そ
の

話
が
済
む
と
食
に
入
る
ん
で
す
。
食
の

養
生
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
が
50
何
年

間
、
が
ん
治
療
の
現
場
に
い
て
、
結
局

食
は
自
分
で
決
め
る
し
か
な
い
。
患
者

さ
ん
に
は
そ
う
言
い
ま
す
。
も
う
た
く

さ
ん
の
方
法
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

方
法
が
あ
る
っ
て
こ
と
は
、
王
道
は
な

い
ん
で
す
よ
。
こ
れ
を
や
れ
ば
い
い
っ

て
い
う
の
は
。
だ
か
ら
、
そ
の
人
に
と

っ
て
何
が
い
い
の
か
で
決
ま
っ
て
く

る
。そ
の
人
は
そ
の
人
で
考
え
て
い
く
。

理
念
を
作
る
。

ア
メ
リ
カ
の
対
が
ん
協
会
が
、
が
ん

の
予
防
と
し
て
２
０
１
２
年
に
発
表
し

た
の
は
、や
っ
ぱ
り
肉
類
は
食
う
な
と
。

特
に
赤
肉
、
鶏
肉
で
な
い
赤
い
肉
は
食

わ
な
い
よ
う
に
と
。
と
こ
ろ
が
、
東
京

都
の
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
が

去
年
発
表
し
た
の
が
、
健
康
寿
命
。
要

す
る
に
、
ど
こ
も
差
し
支
え
な
く
て
、

日
常
生
活
に
制
限
が
な
く
て
、
生
き
ら

れ
る
だ
け
生
き
る
。
こ
の
健
康
寿
命
を

伸
ば
す
の
は
、
肉
を
食
わ
な
き
ゃ
ダ
メ

だ
っ
て
い
う
ん
で
す
ね
。
赤
肉
を
食
え

っ
て
、こ
っ
ち
は
赤
肉
は
ダ
メ
だ
っ
て
。

ど
っ
ち
っ
て
、
こ
れ
ね
、
単
純
に
考
え

る
と
、
が
ん
が
あ
っ
て
も
長
生
き
す
れ

ば
健
康
寿
命
で
す
か
ら
、そ
う
す
る
と
、

が
ん
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
長
く
生
き

た
方
が
い
い
か
ら
赤
肉
を
食
っ
た
方
が

い
い
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
で
ね
、

そ
の
人
の
判
断
で
行
く
し
か
な
い
。

だ
か
ら
私
は
、
相
談
に
乗
る
こ
と
は

乗
る
け
ど
、
私
自
身
は
、「
貝
原
益
軒」

の
養
生
訓
の
通
り
で
、
好
き
な
も
の
を

食
え
と
。
好
き
な
も
の
は
体
が
要
求
し

て
る
。
命
が
要
求
し
て
る
ん
だ
か
ら
、

こ
れ
が
１
番
い
い
ん
だ
と
。「

貝
原
益

軒」

の
食
に
対
す
る
ペ
ー
ジ
数
と
い
う

の
は
相
当
と
っ
て
ま
す
け
ど
、
こ
の
頃

は
江
戸
の
元
禄
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
も

う
肉
を
食
い
出
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
、

国
民
は
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て「

貝
原
益

軒」

は
、
肉
は
食
っ
て
も
い
い
と
。
い

い
け
ど
、
あ
ま
り
食
い
す
ぎ
る
な
と
言

っ
て
る
。
こ
れ
は
正
直
な
と
こ
ろ
だ
ろ

う
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
私

自
身
は
、「

貝
原
益
軒」

の
食
養
生
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
好
き
な
も
の
を
少
し
食

べ
る
。
少
し
っ
て
い
う
の
は
、
う
ん
と

少
し
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
ぁ
満
腹
に
な
る

ま
で
は
食
う
な
と
、
そ
の
程
度
で
す
よ

ね
。だ

か
ら
私
は
ず
ー
っ
と
好
き
な
も
の

ば
か
り
食
っ
て
き
た
ん
で
す
け
ど
、
義

理
で
嫌
い
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
ね
、
中
国
料

理
の
コ
ー
ス
と
か
、
会
席
料
理
い
く
と

ね
、
食
い
た
く
な
い
も
の
も
出
て
く
る

で
し
ょ
。
で
も
や
っ
ぱ
り
私
は
、
こ
れ

を
ち
ゃ
ん
と
運
ん
で
き
た
女
性
に
申
し

訳
な
い
か
ら
我
慢
し
て
食
っ
ち
ゃ
う
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
５
年
く
ら
い
前
か
ら
、

そ
れ
を
や
め
た
ん
で
す
。
人
に
失
礼
で

あ
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
好
き
な
も
の
だ

け
を
食
お
う
と
。
そ
し
た
ら
体
重
が
減

っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
ま
だ
人
様
よ

り
は
あ
る
け
ど
、こ
ん
な
だ
っ
た
の
が
、

だ
い
ぶ
減
っ
て
き
た
ん
で
す
。
だ
か
ら

ね
、
そ
の
人
の
や
り
方
で
い
い
と
思
う

ん
で
す
。
よ
く
考
え
て
、
俺
は
こ
れ
で

い
こ
う
と
直
観
的
に
決
め
れ
ば
い
い
。

参
加
者）

先
生
、
よ
く
甘
い
も
の
は
が

ん
も
好
き
だ
か
ら
、
甘
い
も
の
は
控
え

た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か

ら
、
体
が
冷
え
る
の
も
よ
く
な
い
。
体

温
１
度
下
が
る
と
、
免
疫
力
何
パ
ー
セ

ン
ト
と
か
言
い
ま
す
よ
ね
。で
す
か
ら
、

そ
の
甘
い
も
の
と
体
温
の
こ
と
。
体
を

温
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
そ
ん
な
に

気
に
し
な
く
て
い
い
の
か
、
そ
こ
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

帯）

甘
い
も
の
は
ね
、
が
ん
が
好
き
だ

っ
て
言
っ
て
も
ね
、
誰
も
が
ん
に
聞
い

た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
あ
ま
り
信
用
し
な

く
て
い
い
で
す
よ
。
甘
い
も
の
だ
け
で

生
き
て
る
人
は
い
な
い
。
食
べ
た
い
と

き
は
食
べ
て
、
大
い
に
喜
べ
ば
い
い
で

す
よ
。

塩
澤
み
ど
り（
以
下
み））

帯
津
先
生

は
、
毎
日
、
ご
飯
の
あ
と
必
ず
大
福
が
。

帯）

あ
れ
ね
、
や
っ
ぱ
り
ね
、
一
日
診

療
し
て
る
で
し
ょ
。
朝
８
時
半
か
ら
夕

方
ま
で
や
る
ん
で
す
。
お
昼
を
食
べ
る

の
が
大
抵
２
時
く
ら
い
に
な
る
ん
で

す
。
午
前
中
の
患
者
が
ず
ー
っ
と
押
し

て
。
そ
の
時
に
必
ず
甘
い
も
の
が
出
る

ん
で
す
よ
。私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

和
菓
子
の
方
が
好
き
な
ん
で
す
。
必
ず

何
か
出
る
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
ね
、
後

半
の
仕
事
が
は
か
ど
り
ま
す
よ
。
甘
い

も
の
は
や
っ
ぱ
り
必
要
。

そ
れ
か
ら
、
認
知
症
だ
っ
て
ね
、
脳

で
ブ
ド
ウ
糖
い
っ
ぱ
い
使
う
わ
け
で
す

か
ら
、
あ
ん
ま
り
制
限
し
ち
ゃ
う
と
、

認
知
症
の
方
が
、
が
ん
よ
り
怖
い
っ
て

言
う
ぐ
ら
い
で
す
よ
、
我
々
か
ら
見
る

と
。あ
れ
だ
け
人
格
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
、

そ
の
人
の
人
生
な
の
か
何
か
分
か
ん
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
。
だ
か
ら
や
っ

ぱ
り
、
が
ん
だ
け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

な
い
で
、
他
の
病
気
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
選
ぶ
、
そ
う
い
う
と
き
に
直
観
を

使
う
。

そ
れ
か
ら
、
体
温
が
高
い
方
が
免
疫

に
い
い
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
も
う
前

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
体

温
を
上
げ
る
た
め
に
そ
ん
な
に
苦
心
す

る
必
要
は
な
い
。
ち
ょ
っ
と
日
常
生
活

で
こ
ま
め
に
動
け
ば
い
い
、
筋
肉
を
使

っ
て
。
無
理
に
動
く
こ
と
は
な
い
。
私

は
必
要
な
原
稿
書
い
て
て
、
参
考
書
と

い
う
か
、
あ
の
本
読
ま
な
き
ゃ
っ
て
、

そ
れ
を
取
り
に
行
く
ん
で
す
ね
。
そ
の

と
き
に
、
で
き
る
だ
け
１
回
で
済
ま
せ

よ
う
と
全
部
持
っ
て
こ
な
い
で
、
１
回

ず
つ
取
り
に
行
く
。
そ
れ
が
い
い
ん
で

す
よ
、
ま
め
に
動
く
。
そ
れ
で
十
分
で

す
よ
。
筋
肉
が
動
く
と
、
体
温
は
上
が

っ
て
き
ま
す
。

み）

先
生
、
食
べ
る
こ
と
も
、「

わ

ー
！
食
べ
た
い
も
の
が
あ
っ
た
！」

み

た
い
な
と
き
め
き
。
彼
女
に
会
う
だ
け

が
と
き
め
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

食
べ
る
こ
と
の
と
き
め
き
は
、
ど
う
し

て
免
疫
力
を
上
げ
る
ん
で
す
か
？

帯）

そ
れ
は
ね
、
実
は
、
私
自
身
は
、

現
場
で
そ
う
い
う
こ
と
を
判
断
し
た
ん

で
す
。
と
き
め
き
が
１
番
免
疫
力
を
上

げ
る
と
。
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
か
っ
て

い
う
と
、
も
う
一
つ
確
信
が
あ
る
。
寝

転
ん
で
読
ん
で
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
本
に

書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
っ
て
い
う
人
は
、
す
ご
い
難
し
い
本

ば
っ
か
り
な
ん
で
す
。
創
造
的
進
化
な

ど
。
と
こ
ろ
が
、
彼
が
喋
っ
た
講
演
録

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
講
演
録
は
喋
り
言

葉
で
す
か
ら
優
し
い
ん
で
す
。
寝
転
ん

で
読
ん
で
た
ら
、
命
が
躍
動
し
て
、
生

命
の
躍
動
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
一
番
得
意

な
と
こ
ろ
で
す
。
命
が
あ
ふ
れ
て
い
る

と
。
我
々
は
大
い
な
る
喜
び
に
包
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
喜
び
は
、
単
な

る
快
楽
で
は
な
い
。
必
ず「
創
造」

を

伴
っ
て
い
る
と
書
い
て
あ
る
。
何
を
創

造
す
る
の
か
。
自
己
の
力
を
も
っ
て
自

己
を
創
造
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
が
一

気
に
書
い
て
あ
る
。
自
己
の
力
で
自
己

を
創
造
す
る
と
い
う
の
は
、自
己
実
現
。

喜
び
の
中
に
自
己
実
現
が
含
ま
れ
て
い

れ
ば
、
こ
れ
は
免
疫
力
を
上
げ
る
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
そ
れ
で
何

と
な
く
エ
ビ
デ
ン
ス
っ
て
ほ
ど
じ
ゃ
な

い
け
ど
、ベ
ル
ク
ソ
ン
の
言
う
こ
と
が
、

そ
の
説
明
に
な
る
か
な
と
思
っ
て
。

み）

そ
れ
で
先
生
、
じ
ゃ
あ
何
を
ど
の

く
ら
い
食
べ
て
い
い
の
か
と
い
う
ご
質

問
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
甘
い
も
の
が
大

好
き
な
人
と
い
う
の
も
い
る
わ
け
で
す

ね
。
ど
の
く
ら
い
先
生
？

帯）

こ
れ
も
ね
、
自
分
で
食
べ
た
い
な

っ
て
い
う
時
は
あ
ま
り
抑
え
な
い
で
食

べ
る
。
だ
け
ど
、
そ
ん
な
た
く
さ
ん
食

べ
な
い
で
ね
。
私
も
昔
は
ね
、
物
の
無

い
時
代
で
す
よ
。
戦
争
直
後
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
も
う
ち
ょ
っ
と
経
っ
て
か
ら
で

す
け
ど
。
私
は
死
ぬ
と
き
に
ね
、
桜
餅

10
個
食
っ
て
死
の
う
と
決
め
て
た
ん
で

す
。
夢
だ
っ
た
。
今
は
そ
ん
な
こ
と
思

わ
な
い
け
ど
ね
。

み）

先
生
の
病
院
で
は
、
食
べ
た
い
も

の
が
あ
る
患
者
さ
ん
は
、
行
か
せ
て
あ

げ
て
る
ん
で
す
か
？
う
な
ぎ
食
べ
た
い

っ
て
思
っ
た
ら
、
う
な
ぎ
食
べ
さ
せ
に

行
っ
た
り
と
か
。

帯）

玄
米
で
ず
っ
と
や
っ
て
て
ね
、
何

と
な
く
人
相
が
悪
く
な
っ
て
き
て
。
我

慢
し
て
る
か
ら
、
そ
う
す
る
と
、
お
い
、

お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
日
曜

日
に
ね
、
あ
そ
こ
行
っ
て
う
な
ぎ
食
っ

て
来
い
よ
と
か
ね
、
マ
ル
ヒ
ロ
の
食
堂

に
行
っ
て
ス
テ
ー
キ
で
も
食
っ
て
き
た

ら
？
っ
て
い
う
と
、
こ
う
い
う
顔
し
て

た
や
つ
が
パ
ッ
と
ね
。
そ
れ
で
本
当
に

行
く
ん
で
す
よ
、
日
曜
日
に
。
と
こ
ろ

が
、帰
っ
て
来
る
と
そ
れ
で
満
足
し
て
、

次
の
日
か
ら
平
気
で
玄
米
食
っ
て
ま
す

け
ど
ね
。
そ
こ
は
人
間
う
ま
く
で
き
て

い
る
。
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2019年 いのちの大学講座（学長 帯津良一・副学長 巽信夫）～人生をよりよく生きる～ 公益財団法人いのちの森文化財団主催

「養生塾 ～体の養生 心の養生 食の養生～」
講師 帯津 良一 先生（帯津三敬病院名誉院長）
2019年 第1回 3月21日(木・祝)～26日(火)
2016年 第2回 9月27日(金)～10月2日(水)

「脳と心の勉強会」
講師 久間 祥多 先生（脳神経外科医）
2019年 第1回 4月6日(土)～7日(日)

「直観力養成講座」
講師　細金 勝治 先生（感覚感知学研究家）
2019年 第1回 4月20日(土)～21日(日)
2016年 第2回 10月12日(土)～13日(日)

「マインドフルネスリトリート合宿」
講師 川野 泰周 先生（精神科医・禅僧）

川野 翠 先生（ヨーガ講師）
2019年 第1回 4月27日(土)～29日(月・祝)
2016年 第2回 11月2日(土)～4日(月・祝)

「脳外科医・脳科学者に聞く脳のお話」
講師 藤本 司 先生（脳神経外科医・昭和大学名誉教授）
2019年 第1回 6月8日(土)～9日(日)

「自己変容のための 気功合宿」
講師　中 健次郎 先生（気功家・鍼灸師）
2019年 第2回 8月13日(火)～18日(日)
今回はデトックスのため、1日2食のヴィーガン料理
(肉・魚・乳製品なし)、朝食なしにトライしていただ
きます。希望者には朝、青汁りんごスムージー・生
酵素ドリンクをご用意します。
また個人指導はその人に必要な気功法または気功レ
ッスンを行いますので、事前のご予約を。

「心の探求 ～般若心経の真髄をひもとく～」
講師　宮島 基行 先生（高野山真言宗阿闍梨 南山進流

声明第一人者）
2019年 第2回 8月30日(金)～9月1日(日)

「シーズンチャレンジボランティア」【随時開催】
長野市社会福祉協議会主催のサマーチャレンジボランテ
ィアへなどへの協力、田んぼ＆自然農体験ボランティア

「内観セミナー」【随時開催】
講師　塩澤 研一（日本内観学会会員）

「リーダーシップセミナー」【随時開催】
講師　塩澤 みどり（いのちの森文化財団代表理事）

「青少年育成・自立支援個別相談事業」【随時開催】
相談者　塩澤 みどり（心理教育カウンセラー）他
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ医師　井上 弘寿（いのちの森ｸﾘﾆｯｸ院長）

※詳細はお問い合わせ下さい。
いのちの森文化財団事務局 TEL 026-239-0010

※日程は変更になることがあります。
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食の養生の王道とは何か？
50年間のがん治療の現場から
2018年11月養生塾車座交流会より

帯津 良一
帯津三敬病院名誉院長

日本ホリスティック医学協会名誉会長
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帯津良一先生 水輪養生塾
2019年3月21日(木・祝)～26日(火)

9月27日(金)～10月2日(水)
＜対象者＞

がん患者・病を克服したい方、自然治癒力・
免疫力ＵＰを学びたい方、医療従事者・医学生

＜講座内容＞
養生塾特別講義、車座交流会臨床体験、ホメ
オパシー問診(別料金)、特性健康養生食


